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小望遠鏡を持つ観測者へ　（1）
　　スペンサ1・ジヨ1ンス博士
　　　　寓目天河協會団長たる博士が，昨年秋の同協會絡會席上で行は才した講演
　　　は，望遠鏡を持つ一般観測者に参考になる事が多いと考へたので，その大
　　　要を課してみた．（稻葉）
　射出瞳孔と眼鮎接眼鏡で結ばれる罰物レンズ（又は鏡）の像を射出瞳孔
（exit　pupil）と言ふ．封物レンズに入って接眼鏡で見える凡ての光は，必づ之
の射出瞳孔を通るから，此庭は，凡ての入射光が最小面積に集合する所であ
る．それで，普通の二合の様に之の射出瞳孔が望遠鏡の後方に在るならば，
其虞に眼を持って行くと，星は最も明るく見える．つまり封物レンズの集光
力を有敏に使用する事になる．之の意味で射出瞳孔の位置を眼鮎（eyepoint）
とも言ふ．接眼鏡が旗散レンズ（例へばオペラグラス）であると，眼鮎は筒
の中に在るので，眼を接眼レンズに出労る丈け寄せる必要が起る・
　今，D，　dを夫々封物レンズと射出瞳孔の直径とし，　F，　fを封物レンズと
接眼鏡の焦瓢距離とすると次の關係式がある．
　　　　　　D　　　F　　　　　　一一：一＝：T＝m　　　　　　d　　f
mは倍率である．倍率とは，遊星等の覗直径がxであり，望遠鏡で見ると
mXの二二に見える時，その倍率をmと言ふ．
　拐て上の式から判る様に射出瞳孔の直樫は，D／mである．同じ封物レンズ
では倍率を低く（小さく）する程射出瞳孔は大きくなる。虞が眼の瞳孔の二二
は2粍らか6粍まで攣り得るから，射出瞳孔の直径は大きくても6粍までに
する必要があり，そうなる檬に倍率を決めねばならぬ．例へば15糎の望遽鏡
では25倍以下は使へぬ．
　焦鮎比（焦鮎距離と口径との比，F／D）をaとすると，上式から
　　　　　　f＝　a．　d
故に，若し焦黒占比5の望遠鏡では接眼鏡の焦鮎距離は30粍を越してはならぬ．
　併し後に述べる望遽鏡及び人の眼の分離能力を考慮に入れると，今まで述
べた接眼鏡の制限は，更に3倍の値まで使へぬ事になる．
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　望蓮鏡の分離能力　望遠鏡で見ると，光学の像は光の廻折のため瓢ではない．
之の廻折像は封物レンズの絞りの形に團係するもので，普通の様に圓形なら
ば圓板歌の星像が出來る．そしてその週りに同心圓の幾つかの色付いた光輪
が現はれる．又，中央の圓板は一様な光輝ではなくて，中心程輝きが彊い．
之の廻折圓板の孚径rは光波論から計算出來て，眼に見える波長の所では
　　　　　　r　＝　5．45／D
となる，rは角度の秒で，　Dは樹物レンズの三二を吋で表はす．
　二重星の二合を考へると，角距離2r以下だと2星の廻折圓板は重なり合っ
て，各圓板の中心たる2個の極大光輝が出來る．之の2個の極大の中闇の光輝
が減じて，二つの極大として認め得る時，二重星は望遠鏡で分離されたと言
へる、シ1イング良好の時は，等光度二重星ては角距離rの時が分離されて
見える限界となる．併し経験に依れば，rより小さい時でも見る事が出來る．
斯る揚合，眼で2個の極大に認め得る限度は，爾極大間の距離がO．85rの時，
中間の光輝が極大の20分の1減じた時である．帥ち
　　　　　　e－O．85r＝4．6／D．
　火星のL運河■の様な，2本の手行暗線を分離する揚合も亦上と同じで，例
へば，硯直径21秒と言ふ好都合な謝稻の時でも，50哩の實距離にある李行し運
河「は見掛上4分の1秒の角距離であって，18．5吋以下の望遠鏡では何んとし
ても分離しては見る事が出來ない．
　眼の分離能力　眼も亦三二器械の一種であるから瞳孔の大さに依って分離
制限がある．経験では，2分以下の角距離の二重星は見えない．之れは大氣
の動揺や錯畳等に依るものであるが，好條件のもとては1分の角距離の数本
の牢行線を認め得る．
　抵てこれで，眼の分離能力が知れたので，二：重星を望遠鏡で見る時，その
角距離が上記θであったとしても，直ちにそれを2星と認め得ない事がわか
る．2星と認める爲めには，
　　　　　　（1）　en・4！！6／D　　　　望遠鏡の分離制限
　　　　　　（2）皿θ＝：≧60”　　　　眼の分離制限
　之の爾式から
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　　　　　　m＝13D　　　　（DはII寸で表はす）
　四って口樫15糎（6吋）では78倍以下は不可となり，最初にL射出糧孔と平
井F1の所で述べた25倍の丁度3倍になる．帥ち射出瞳孔の大きさを2粍として
求めたのと同じである．併し穿れは凡ての観測條件が最上の揚合であって，
一般には，
　　　　　　（倍率）m＝25D　　（Dは吋で表はした封物レンズ〔又は鏡〕の口径）
とするのが安全である．帥ち15糎（6吋）では150倍以上を用ふる可きで，下り
に低倍率を用みては，口径に相當した望遠鏡の分離能力を護即し得ない事に
なる．
　シ1イングの影響　穿れも亦観測上重要な要素である・室氣の歌態が良好の
揚合は，星像は中心が最も輝き且つ周りにリングが現はれる．併し大抵の揚
合は，リングは不安定でその輝きは一箪でなく，所々に光輝の塊が駒割且つ
その国所が目まぐるしく移動する・相星像もリングも共に時々崩れる．シ1
イングが更に悪くなるとリングは最早や見えす，歌聖も大きく且つ不安定と
なり全膿が躍る．省ほ同一夜でも天頂弁官態は良好である．
　斯る影響は大氣の温度や密度が小規模な局部的不同に依って起されるもの
であるが，之の外に更に大規模な大氣の不同に依って，星像が15秒か30秒間
位ひに徐々に不規則に動き周る事がある．併し之の方は数秒離れ’た2星には
同じ影響を與へるから二重星や遊星表面の観測には關係がなV・．問題になる
のは上記小規模の：方で，之れは数秒離れた2星に別々に影響を與へる．
　今，星像が躍る範囲は孚径hの口内にあるとすると，星像の良否は之のh
と，星像の皐径rとの相野的大きさに依って定まる．郎ちhがrに比し小
・けれ眼好な星像・な…一÷・までは殆ん・影響がな遡り・グtcは
光の塊・・蹄且つその位翻艀く濁する・・寺・なる・・ング断
切れ，それが不規則に躍る．又星像もあちこちに突然延びる．h＝＝rとなると
リングは瞬時しか見えす，解像も不安定で急に形がくつれる様になる．最後
にh＞rとなれば外壁は禰散され，その孚径はhと同じ位となり光度の分布
一様でなく且つ悪化する．且つ星像の橡は燃えてみる様に見える．
　h＝0！’25程度なれば観測條4牛は良好で，我國（英國）では0！’25よりすっと
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小さV・事は稀である．
　拡て，從って小口挫望遠鏡で見る方が大口径で見るよりもシ1イング良好
である理由は明らかであらう．例へばh＝0．”25である場合，5吋望遠鏡だと
・一・！伽あ・から・一才・となり，購や・ングは安定撮良の・ンデ・シ
・ンであ鵜鮒では・一音・22吋で・・…＝r）33吋で燧に・・グは見
えす甚だ憤散された星像となる．それではシ1イング不良の時は小口径望遠
鏡の方が星像が安定するから，良V・観測が出來るかと言ふと決してそうでは
なV・．口径が小さくなれば分離能力が低くなる．例へば上の出合に於いては
22叶以上の口径では星像の直径はα”50であるが，22吋以下のロ径にすると
星像の直径はO．”50以上となり，分離能力が減じる．と言って22吋以上が必
要でなV・とも言へない．邸ち大口径でも時々星像が安定して見える時がある
からである．
　シ1イングと倍率DanjonとCouderの“Lunettes　et　T61escopes・”に依
ると，mを求むる倍率，　m。を完全なる観測條件のもとで使用し得る倍率と
し，hとrを上記の定義通りとすると次の経験式がある・
　　　　　　　　セ　　　　　　m＝一珊×mo
　例へばh瓢0！’25，111。一250の10吋望遠鏡ではr－O．t’55であるからm＝
170となる．若しh＝0．”50ならばmじ13Gとなる．20吋’でmo＝500ならば
h＝0．”25の時m－260，h＝：O．”50の時m　・＝　175となる．之れに依っても明ら
かな檬に同じ室氣状態ならば，大網径の方が大きな倍傘を使用出來る．（績）
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